


風流な趣が漂う豪農屋敷
富山県民会館分館内山邸

山本千尋さんレポーター:高岡短期大学
(表紙の人)

富
山
県
民
会
館
内
山
邸
は
、
越
中
の
豪
農

で
あ
っ
た
内
山
家
の
邸
宅
、
庭
園
を
、
昭
和

五
十
二
年
県
が
譲
り
受
け
、
文
化
遺
産
と
し

て
管
理
・
保
存
し
て
い
る
施
設
で
す
。

立
派
な
表
門
を
く
ぐ
る
と
、
ま
す
そ
の
建

物
の
大
き
さ
に
び
っ
く
り
。
さ
っ
そ
く
館
長

の
立
野
さ
ん
に
、
屋
敷
内
を
案
内
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
大
広
間
に
は
、
貴
重
な
木
額
や

ぴ
ょ
う
ぶ

扉
風
な
ど
が
飾
う
れ
て
い
ま
し
た
が
、
特
に

私
の
目
を
引
い
た
の
は
、
参
勤
交
代
の
際
に

や

り

な

ぎ

な

た

も
用
い
ら
れ
た
と
い
う
槍
や
薙
刀
。
前
田
家

か
ら
送
ら
れ
た
こ
れ
ら
の
品
々
か
ら
は
、
武

家
屋
敷
と
も
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
内
山
家
の

よ
り
次
元
の
高
い

ポ
ー
リ
ン
グ

企 月見台かう庭を臨む

隆
盛
が
う
か
が
え
ま
す
。
屋
敷
内
に
は
大
広

間
の
ほ
か
、
選
び
抜
か
れ
た
材
料
で
つ
く
ら

や
ぶ
の
う
ち

れ
た
表
座
敷
、
薮
内
流
の
粋
を
集
め
て
つ
く

ら
れ
た
書
院
の
茶
室
な
ど
約
二
十
の
部
屋
が

あ
り
、
そ
の
所
々
に
は
内
山
家
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
美
術
品
や
書
画
、
民
俗
資
料
が
展
示
さ

れ
て
い
て
、
当
時
の
様
子
を
今
に
伝
え
て
い

ま
す
。

ぬ
れ
縁
か
ら
は
「
月
見
台
」
と
呼
ば
れ
る

グ
た
た
き
d

(

縁
台
)
が
庭
に
せ
り
出
し
て
い

ま
す
が
、
当
時
の
人
々
は
そ
こ
に
立
っ
て
風

流
を
句
に
託
し
て
一
詠
ん
だ
そ
う
で
す
。
確
か

に
こ
こ
か
ら
庭
木
や
庭
石
に
彩
う
れ
た
庭
園

を
目
指
す

ふ
く
し
ま
固
体
ボ
ー
リ
ン
グ
成
年
女
子
一
部
優
勝

足
首
美
香
さ
ん

「
優
勝
し
て
、
み
ん
な
か
ら
凄
い
凄
い
と
言
わ
れ
る

ん
で
す
が
、
あ
ま
り
実
感
が
湧
か
な
い
ん
で
す
よ
。」
と
、

先
日
開
催
さ
れ
た
ふ
く
し
ま
国
体
ボ
ー
リ
ン
グ
成
年
女

子

一
部
で
見
事
優
勝
を
飾

っ
た
足
谷
美
香
さ
ん
。

「三
年
前
、
や
ま
が
た
国
体
に
出
場
し
た
と
き
は
雰

囲
気
に
飲
ま
れ
て
、
十

一
位
に
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の

経
験
を
活
か
し
て
、

今
回
は
自
分
の
ボ
ー
リ
ン
グ
を
す

る
ご
と
だ
け
を
心
が
け
た
ん
で
す
。」
個
人
戦
は
、
予
選

六
ゲ
l
ム
で
上
位
八
名
が
決

勝
に
進
み
、
決
勝
の
三
ゲ
ー

ム
と
あ
わ
せ
た
合
計
点
で
争

わ
れ
ま
す
。
「
予
選
で
は
思

い
ど
お
り
の
ボ
ー
リ
ン
グ
が

で
き
ず
、
七
位
で
や
っ
と
決

勝
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
時

点
で
ト

ッ
プ
と
の
差
は
百
ピ

ン
以
上
。
と
て
も
決
勝
の
三

ゲ
l
ム
で
挽
回
で
き
る
点
差

で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
」

し
か
し
、
決
勝
二
ゲ
l
ム
目

に
二
百
七
十
九
と
い
う
驚
異

的
な
ス
コ
ア
を
マ
ー
ク
し
、

一
気
に
ト

ッ
プ
へ

。
そ
の
ま

ま
勢
い
に
乗
っ
て
ビ

ッ
グ
タ

イ
ト
ル
を
手
中
に
し
ま
し

た
。
「
ゲ
l
ム
中
、
チ

l
ム

メ
イ
ト
の
山
本
浩
さ
ん
(
全

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
1

ム
所
属

広
島
ア
ジ
ア
大
会
金
メ
ダ
リ
ス
ト
)
の
ア
ド
バ
イ
ス
通
り
に

投
げ
ら
れ
た
の
が
よ
か

っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。」
と
謙

虚
に
語
る
足
谷
さ
ん
。

本
格
的
に
ボ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
て
か
ら
わ
ず
か
六
年

余
り
。
そ
の
問
、
北
信
越
の
タ
イ
ト
ル

二
回
、
全
日
本

選
手
権
で
も
二
位
と
、
天
性
の
才
能
を
発
揮
し
て
き
ま

し
た
。
最
近
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
の
奥
の
深
さ
が
ま
す
ま

す
分
か
っ
て
き
た
と
の
こ
と
。
「
レ
l
ン
に
よ
っ
て
オ
イ

ル
の
引
き
方
が
微
妙
に
遣
う
ん
で
す
。
そ
の
コ
ン
デ

ィ

シ
ョ
ン
を
的
確
に
つ
か
ん
で
、
ボ
1
・ル
を
使
い
分
け
た

り
、
投
げ
方
を
変
え
た
り
、
本
当
に
難
し
い
ん
で
す
よ
。

で
も
、
そ
ご
が
魅
力
で
も
あ
り
ま
す
ね
。」

さ
て
、

当
面
の
目
標
は
、
来
年
二
月
に
行
わ
れ
る
予

定
の
選
考
会
で
ナ
シ

ョ
ナ

ル
チ

l
ム
の

一
角
に
食
い

込
む
こ
と
。
そ
う
す
れ
ば

ア
ト
ラ
ン
タ
・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
出
場
も
夢
で
は
な
く

な
り
ま
す
。
「
自
分
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
勢
い
だ
け

で
投
げ
る
タ
イ
プ
。
も
っ

と
状
況
に
合
わ
せ
た
ム
ラ

の
な
い

ボ
ー
リ
ン
グ
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
で

す
ね
。
」
よ
り
次
元
の
高
い

ボ
ー
リ
ン
グ
を
目
指
し
、

足
谷
さ
ん
の
さ
ら
な
る
挑

戦
は
続
き
ま
す
。

‘ 武家屋敷から送られた
槍や薙万

内山家に伝わる 砂

民俗資料の数々

を
見
渡
す
と
、
そ
れ
ら
が
か
も
し
だ
す
風
情

に
、
思
わ
ず
心
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
内
山
邸
は
観
覧
だ
け
で
は
な

く
、
お
茶
会
や
句
会
と
い
っ
た
文
化
行
事
に

一
般
開
放
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
お
茶
室

さ
ん
に
ゅ
う
あ
ん

は
三
つ
あ
り
、
特
に
別
棟
の
茶
室
「
三
人
庵
」

は
薮
内
流
家
元
の
指

導
で
昭
和
二
年
に
造

ら
れ
も
の
を
復
元
し

た
本
格
的
な
も
の
。

皆
さ
ん
も
気
軽
に
訪

れ
て
、
風
流
な
世
界

に
浸
っ
て
み
ま
せ
ん

hυ

。

場 戸斤 富山市宮尾903

開館時間 9 : OO~16 : 0。
イ木園田 毎週火曜日 年末年始

見学料 一般200円児童生徒100円

電 言舌 宮 0764(32) 4567 
貸室申し込みは県民会館1階受付

(ft0764 (32) 3111) 
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』
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県
立
中
央
病
院
新
診
療
棟
竣
工

(
4
月
日
日

h
F
プ
レ
国
民
文
化
祭
市
街
パ
レ
ー
ド
(
円
月
日
日
)

』
司
富
山
県
ス
キ
l
ジ
ャ
ン
プ
場
(
立
山

シ
ャ
ン
ツ
ェ
)
竣
工

(
1
月
9
日
)

...， 

2 

今年は、戦後50年の節目の年です。本県が戦後の混乱の

中から大きく発展を遂げ、今や住みよさ、豊かさにおいて、

全国トップレベルの評価を受けるにいたったのは、郷土の

先人たちの知恵と努力のたまものにほかなりません。そし

て、 21世紀を間近に控えた今、私たちはこれらの業績を受

け継ぐとともに、時代の流れを的確に見定め、将来への明

確なビジョンを持って、新しい時代に向けた土台づくりを

進めていく必要があります。

県では、「人材立県」、「生活立県」、「国際立県」の 3つの

立県構想、のもと、着実に施策を推進しています。ここでは、

「明日を拓く人づくり」、「魅力ある郷土づくり」、「活力あ

る産業づくり」の 3大政策に沿ってニの 1年を振り返りま

す。

A第55回国民体育大会開催内定記念「とやまスポーツフエ

スティパルJ (10月10日)

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
産
科
と
小
児
科
等

の
連
携
や
不
妊
相
談
を
行
う
母
子
保
健
医
療

に
関
す
る
拠
点
と
し
て
、

母
子
医
療
セ
ン

タ
ー
(
仮
称
)
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
を
開
始

!
)
土
品
1レ

h
~

。

さ
ら
に
、
県
民
の
健
康
づ
く
り
の
中
核
基

地
、
世
界
各
国
の
伝
統
医
学
の
メ
ッ
カ
を
目

指
す
国
際
的
な
基
地
、
と
や
ま
健
康
村
(
仮

称
)
に
つ
い
て
基
本
設
計
に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
の
医
療
を
担
う
中
核
病
院
と
し

て、

県
立
中
央
病
院
の
新
診
療
棟
が
完
成
し
、

五
月
に
運
営
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
本
県
で
の
開
催
が
内
定
し
た

二
0
0
0年
国
体
に
向
け
選
手
強
化
に
努
め

る
と
と
も
に
、

西
部
総
合
体
育
館
(
仮
称
)
を

は
じ
め
と
す
る
国
体
競
技
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

-
健
康
・
福
祉
の
僧
進

福
祉
の
中
核
を
担
う
総
合
福
祉
会
館
(
仮
称
)
の
整
備
に
向

け
、
設
計
競
技
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
福
祉
・
医
療
に
携
わ

る
人
材
の
養
成

・
確
保
を
図
る
た
め
富
山
県
福
祉
カ
レ
ッ
ジ

の
開
校
を
支
援
し
た
ほ
か
、
富
山
女
子
短
期
大
学
福
祉
学
科

の
整
備
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
し
た
。

高
齢
者
に
対
す
る
施
策
と
し
て
は
、
昨
年
策
定

さ
れ
た
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
拡
充
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
高
齢
者
に

配
慮
し
た
住
宅
に
対
し
て
助
成
す
る
な
ど
、
在
宅

-企利賀・新緑フェスティパル'95(4月28日)

』
F

立
山
博
物
館
野
外
施
設
「
ま
ん
だ
ら
遊
苑
」

福
祉
の
充
実
を
図
っ
た
ほ
か
、

県
立
長
生
寮
の
改
築
の
実
施

設
計
を
行
い
ま
し
た
。
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て
は
、
身
体
障

害
者
養
護
施
設
、
志
貴
野
ホ

l
ム
の
整
備
や
セ
l
ナ

l
苑
授

産
施
設
の
改
築
整
備
へ
の
助
成
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た

に
設
立
さ
れ
た
富
山
県
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ
助
成

す
る
な
ど
、
平
成
十
二
年
度
に
本
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
身

体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向
け
、
準
備
体
制
を
整
え
ま
し

み
心
。

子
供
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
〈
り
に
つ
い
て
は
、
一

時
的
保
育
を
行
う
保
育
所
に
対
す
る
助
成
、
事
業
所
内
保
育

施
設
の
設
置
・
運
営
に
対
す
る
助
成
制
度
を
新
た
に
創
設
す

る
ほ
か
、
市
町
村
と
と
も
に
未
就
学
児
の
入
院
医
療
費
助
成

-
生
涯
学
習
の
推
進

昨
年
の
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
果
を
踏

ま
え
、
学
び
の
輪
が
さ
ら
に
広
が
る
よ
う
県
民
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
十
月
に
魚
津
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
学

校
教
育
に
つ
い
て
は
、
小
杉
高
校
で
の
総
合
学
科
開
設
、
小

矢
部
園
芸
高
校
の
改
編
、
英
語
や
福
祉
な
ど
の
特
別
コ

l
ス

の
教
育
内
容
の
充
実
な
ど
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
ま
し
た
。

-
科
学
・
文
化
の
振
興

県
立
大
学
の
工
学
研
究
科
大
学
院
博
士
課
程
の
開
設
準

備
や
生
物
工
学
専
攻
の
修
士
課
程
の
新
設
に
向
け
、
整
備
を

進
め
ま
し
た
。

第
十

一
回
国
民
文
化
祭
と
や
ま
%
に
つ
い
て
は
、
来
年
の

開
催
に
向
け
、
十
一
月
に
プ
レ
国
民
文
化
祭
を
実
施
す
る
な

ど
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

は
る
の

咋
年
開
園
し
た
利
賀
芸
術
公
園
に
つ
い
て
は
、

利
賀
新
緑

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
自
主
企
画
事
業
の
支
援
や
周
辺

環
境
の
整
備
な
ど
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、
水
墨
画
を
中
心

と
す
る
新
美
術
館
に
つ
い
て
は
、
富
山
市
五
福
地
内
に
建
設

が
決
ま
り
、
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
立
山

霊
陀
羅
の
世
界
が
疑
似
体
験
で
き
る
立
山
博
物
館
野
外
施

設
ま
ん
だ
ら
遊
苑
が
七
月
に
開
苑
し
、
全
国
に
例
を
見
な
い

ユ
ニ
ー
ク
な
施
設
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

-
若
者
と
女
性
の
力
を
社
会
に

男
女
協
同
社
会
の
実
現
拠
点
と
な
る
と
や
ま
女
性
総
合

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)

の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。

人
口
問
題
に
つ
い
て
は
、

若
者
が
住
み
た
い
富
山
の
創
造

と
い
う
観
点
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
る
人
口
問
題
懇
話
会

の
提
言
を
踏
ま
え
、
各
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

ニ
O
O
X
年
県
民
が
燃
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

事
業
を
行
い
、
県
内
の
若
手
代
表
者
か
ら
な
る
実
行
委
員
会

が
行
っ
た
県
民
か
ら
の
提
案
募
集
等
を
積
極
的
に
支
援
し

ま
し
た
。

3 
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...都市型震災訓練 (10月3日)

F・_--Z彊互軍事司砂ーー・唱
平成 6年12月~平成 7年11月

エイズシンポジウム In富山

12月定例県議会 (~ 16 日)

「障害者の日」キャラパンキャンベーン

立山山麓スキー場合同オープニングフェスティパル

全園地方分権推進研究協議会ブロック会議

近代美術館「みんなでつくろう ' 95J 展 (~2/12)

富山県スキージャンプ場(立山シャンツェ)竣工式

第48回県民体育大会冬季大会 (~22 日)

富山県イメージアップ貢献者感謝状贈呈式

、5いきいきとやまパフォーラム

第 2園児童環境づくりシンポジウム

「北方領土の日」記念講演会および記念街頭

1月9日

12月3日

12月6日

12月 9日

12月17日

12月22日

1月5日

1月20日

1月25日

-
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現

阪
神
・淡
路
大
震
災
を
教
訓
と
し
て
、

地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
作
業
を
進
め
た
ほ
か
、
初
め
て
都
市
型
震
災
訓
練
を
実

施
し
、
情
報
連
絡
体
制
の
強
化
や
災
害
時
の
初
動
体
制
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
対
策
に
つ
い
て
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
施
策

の
方
向
を
定
め
た
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
の
策
定

に
向
け
た
準
備
を
進
め
た
ほ
か
、
電
気
自
動
車
の
導
入
や
市

町
村
に
お
け
る
フ

ロ
ン
回
収
設
備
に
対
す
る
助
成
な
ど
、
地

球
環
境
の
保
全
に
努
め
ま
し
た
。

式問

・
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

り

日
本
海
国
土
軸
構
想
や
日
本
中
央
横
断
軸
構

一円

想
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、

飛
越
地
域
に
お

明
け
る
日
本
の
心
の
ふ
る
さ
と
ゾ

l
ン
整
備
構
想

吋

を
推
進
す
る
な
ど
県
際
交
流
を
進
め
ま
し
た
。

みアフ$
A
F
 

や炉
」緑市都

)

国

日

全

日
回

月
第

(

A
 

4立山カルデラ砂防総合博物館(仮称)

宗祖 イメージ図

...富山県中央植物園新築工事定礎

( 9月28日)

』

F
富
山
県
・
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
友
好
提
携
川
周
年
記
念
式
典

(
7
月
刊
日
)

キャンベーン

平成 6年度全国高等学校総合体育大会冬季

スキー大会 (~ 9日)

第 5 回花と緑の冬のフェステ ィ パル (~ 12 日 )

省資源・省エネルギー運動富山県大会

' 9 5 らいちょうバレー雪の祭典 (~26 日)

2 月定例県議会(~ 3月14日)

第 2園児童環境づくりシンポジウム

水産試験場深層水利用水産増養殖研究棟完成式

新交通管制センター運用開始式

TOYAMA NOW in原宿 '95 (~29 日)

林業カレ ッジ開校記念式

いきいき富山観光キャンベーン'95オープニ

ングフ ェスティパル

統一地方選挙 県議会議員選挙

富山一 ウラジオストク便再開記念行事

ウラジオストク NOW展 (~20 日)

オフィス ・アルカディア設立総会

県立中央病院新診療棟竣工式

統一地方選挙 町村長・市町村議会議員選挙

ゆ・と・ り創造富山県民会議

第13回全国都市緑化フェ ア

バン隊出発式

1月28日

2月4日

2月5日

2月10日

2月14日

2月25日

2月27日

2月28日

3月16日

3月22日

3月25日

4月 9日

4月7日

4月11日

4月14日

4月20日

4月23日

4月25日

4 

ま
た
、
総
合
運
動
公
園
、

カ
ナ
ル
パ

l
ク
な
ど
の
都
市
公
園

の
整
備
、
市
町
村
の
専
門
植
物
園
の
整
備
に
対
す
る
助
成
等
、

全
県
域
公
園
化
構
想
を
推
進
し
ま
し
た
。
な
お
、
構
想
の
核
と

な
る
中
央
植
物
園
に
つ
い
て
は
、
来
春
の
全
面
開
園
に
向
け

各
種
展
示
温
室
を
整
備
し
た
ほ
か
、
中
国
芸
南
省
の
石
林
の

石
を
用
い
た
特
色
あ
る
庭
園
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

第
十
三
回
全
国
都
市
緑
化
と
や
ま
フ
ヱ
ア
に
つ
い
て
は
、

来
年
の
開
催
に
向
け
各
会
場
の
整
備
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
イ
ベ
ン
ト
や
出
展
の
計
画
、
宣
伝
誘
客
活
動
な
ど
諸
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

-
県
土
の
保
全
と
活
用

神
通
川
流
域
下
水
道
の
建
設
を
推
進
し
た
ほ
か
、
農
村
下

水
道
の
整
備
や
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
な
ど
、

全
県
域
の

下
水
道
化
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
総
合
博
物
館
(
仮
称
)
に
つ
い

て
は
、
実
施
設
計
に
取
り
組
む
な
ど
、
建
設
に
向
け
着
々
と
準

備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

-
交
通

・
情
報
通
信
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
新
幹
線
乗
り
入
れ
に

備
え
、
五
月
に
着
手
さ
れ
た
富
山
駅
周
辺
の
測
量
、
設
計
に
協

力
す
る
と
と
も
に
、
全
線
整
備
が
早
期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う

引
き
続
き
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
上
平
・福

光
聞
の
整
備
が
着
手
さ
れ
た
ほ
か
、
能
越
自
動
車
道
の
小
矢

部

・
福
岡
聞
の
平
成
七
年
度
中
の
開
通
を
目
指
し
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、

同
月
に
逓
二
便
体
制
で
再
開
し
た
富
山
ー
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
国
際
定
期
便
の
利
用
促
進
を
図
っ
た
ほ
か
、
海
の

新
幹
線
と
も
呼
ば
れ
る
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
の
就
航

に
向
け
た
調
査
、
検
討
を
行
う
な
ど
、
よ
り
充
実
し
た
環
日
本

海
交
流
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
産
学
官
が

一
体
と

な

っ
た
寓
山
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
協
議
会

(T
R
I
T
O
N
)
の

設
立
を
支
援
し
、
世
界
的
情
報
網
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
活
用
等
に
よ
る

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
を

進
め
ま
し
た
。
ま
た
、
県
の
行
政
情
報
を
提
供
す
る
パ
ソ
コ
ン

通
信
ハ
口

l
ネ
ッ
ト
と
や
ま
の
運
用
を
六
月
に
開
始
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー
内
に

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情

報
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

地
域
情
報
の
提
供
や
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

-
国
際
化
時
代
へ
の
対
応

ブ
ラ
ジ
ル
・
サ
ン
パ
ウ

ロ
州
と
の
友
好
提
携
十
周
年
を
記

念
し
た
各
種
行
事
の
開
催
や
、
同
州
で
H
本
語
を
学
ぶ
学
生

を
対
象
と
し
た
奨
学
金
制
度
の
開
設
な
ど
、
両
県
州

の
交
流

を
い
っ
そ
う
進
め
ま
し
た
日

ま
た
、
生
き
た
英
語
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、
今
年
か
ら
県

内
す
べ
て
の
高
校
に
外
国
語
指
導
助
手
を
配
置
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、

ロ
シ
ア
沿
海
地
方
と
韓
国
江
原
道
に
環
境
保
全

に
関
す
る
調
査
団
を
派
遣
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
月
に
は
環

境
庁
や
対
岸
諸
国
等
と
と
も
に
、
日
本
海
の
海
洋
環
境
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
本
県
で
開
催
し
、

海
洋
環
境
の
監
視
等
に
つ
い
て
討
議
を
行
う
な
ど
、
環
日
本

海
の
環
境
保
全
に
関
す
る
協
力
を
図
り
ま
し
た
。

みつばちキャラ

とやま賞贈呈式

春の全国交通安全運動出発式

県政モニター委嘱状交付式

知事のまちまわり (大山町)

国民文化祭とやま '96 500目前プレイベント

北陸新幹線富山駅整備調整事業起工式

キてミ て トー(T 0 Y A M A'9 5 (~6 月 1 日 )

小矢部川流域下水道全市町村供用開始

富山県中小企業融合化推進協議会総会

.-_ーーーー園田園園園圃園園田____ーーーーーー_.

利賀・新緑フェスティ パル'95

銀座みゆき通りチューリップカーペット

立山山麓グ リーンドキ ュ メント(~ 7日)

看護の日 ふれあいト ーク

参議院地方分権特別委員会富山県公聴会

4月28日

4月29日

5月3日

5月7日

5月 9日

5月10日

5月11日

5月12日

5月14日

5月25日

5月30日

5月31日

6月12日

5 
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-
新
世
紀
へ
の
産
業
展
開

企
業
の
事
務
所
等
が
立
地
す
る
業
務
拠
点
地
区

(
オ
フ
ィ

ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
)
の
整
備
に
向
け
諸
準
備
を
進
め
る
と
と

も
に
、
八
尾
中
核
工
業
団
地
の
拡
張
や
小
矢
部
南
部
丘
陵
企

業
団
地
の
環
境
現
況
調
査
を
促
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
支
援
拠
点
と
な
る
総
合
デ

ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
整
備
に
向
け
て
の
準
備
や
デ
ザ

イ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
事
業
の
支
援
な
ど
デ
ザ
イ
ン
の
振
興
を
図
り

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
水
産
試
験
場
に
完
成
し
た
深
層
水
利
用
研
究

施
設
で
サ
ク
ラ
マ
ス
や
ト
ヤ
マ

エ
ビ
の
増
養
殖
研
究
を
始
め

た
ほ
か
、
世
界
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
品
種
の
保
存
と
活
用
を
図

る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
遺
伝
資
源
セ
ン
タ
ー
が
業
務
を
開
始
し
ま

し
た
。

4

司
旅
フ
ェ
ア

m
F
4
月
日
日
j
m
日

』

F

水
産
試
験
場
深
層
水
利
用
水
産
増
養
殖
研
究

棟
完
成
式

(
3
月
刊
日
)

施
策
の

実
現
の
た
め
に

〆
l， 
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• 

h
F

「
な
ん
か
へ
ン
だ
ぞ
日
本
。
」
新
聞
広
告

(
3
月
引
日
)

園田唱

パソコン通信「ハローネットとやま」運用開始式

6月定例県議会 (----28日)

男女雇用機会均等推進セミナー

富山県マルチメディア情報センター開所記念式典

栃津川放水路完工式

立山博物館野外施設「まんだら遊苑」開苑式

大規模林道高山・大山線 和佐府区問、有峰区

聞東谷地区開通式

富山県・岐阜県知事懇談会

平成 7年度日本の心のふるさとを守り育てる

飛越協議会総会

富山県・サンパウロ州友好提携10周年記念式典

知事のまちまわり(高岡市 ----28日)

平成 6年12月~平成 7年11月

6月13日

6月16日

6月21日

7月3日

7月5日

7月7日

7月12日

7月13日

.--

、時.... 

4
司
ジ
ャ
パ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
日

(
8
月
日
日
j
u
日
)

』

F
キ
て
ミ
て
ト
|
〈

T
O
Y
A
M
A
町

(
5
月
刊
日
j
6
月
1
日
)

6 

-
農
林
水
産
業
の
振
興

農
地
の
流
動
化
や
農
業
担
い
手
対
策
を
進
め
る
た
め
、
農

地
開
発
公
社
を
農
業
公
社
に
改
組
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
農

業
担
い
子
育
成
セ
ン
タ
ー
事
業
を
強
化
し
、
新
規
就
農
者
に

対
す
る
就
農
資
金
を
充
実
し
ま
し
た
。

ま
た
、
林
業
分
野
で
の
全
国
最
初
の
職
業
能
力
開
発
校
で

あ
る
富
山
県
林
業
カ
レ
ッ
ジ
を
四
月
に
開
校
し
、
林
業
者
の

能
力
開
発
を
推
進
し
ま
し
た
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
拠
点
漁
港
地
域
の
総
合
整
備
を
推

進
し
た
ほ
か
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
定
着
を
促
進
し
ま
し
た
。

-
工
業
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興

新
規
創
業
者
の
た
め
の
支
援
資
金
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
新
分
野
進
出
等
円
滑
化
法
の
活
用
に
よ
り
、
中
小
企
業
者

の
新
規
創
業
や
新
分
野
へ
の
進
出
を
支
援
し
ま
し
た
。

ま
た
、
魅
力
あ
る
商
店
街
づ
く
り
を
支
援
す
る
た
め
、
ア
ー

ケ
ー
ド
等
の
商
業
基
盤
施
設
や
町
の
顔
づ
く
り
施
設
の
整
備

に
対
し
助
成
す
る
と
と
も
に
、
中
小
商
業
活
性
化
基
金
を
活

用
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
支
援
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
ょ
う
こ
そ
富
山

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、
引
き
続
き
通
年
型
の
観
光
振
興

を
図
っ
た
ほ
か
、
四
月
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
た
旅
フ
ェ

ア
町
に
出
展
参
加
す
る
な
ど
観
光

P
R
に
努
め
ま
し
た
。

企林業カレッジにおける研修風景

-
雇
用
と
勤
労
者
福
祉

女
子
学
生
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
新
規

学
卒
者
の
就
職
支
援
対
策
を
充
実
し
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
の

U
タ
l
ン
情
報
セ
ン
タ
ー
の
移
転
拡
充
や
U
タ
l
ン
フ
ェ
ア

の
開
催
な
ど
、
県
内
へ
の
就
職
を
促
進
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
ゆ
・と
・り
創
造
富
山
県
民
会
議
の
開
催
等
、
中
小

企
業
の
労
働
時
間
短
縮
に
向
け
た
普
及
啓
発
を
行
っ
た
ほ

か、

勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

(
B
型
)
の
建
設
に
着
手
す

る
な
ど
、
勤
労
者
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
し
た
。

引
き
続
き
計
画
的
な
県
政
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
平
成

八
年
度
か
ら
十
二
年
度
ま
で
の
新
富
山
県
民
総
合
計
画
の
後

期
事
業
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま
し
た
。

自
然
や
野
生
動
植
物
を
テ

l
マ
に
し
た
映
像
祭
ジ
ャ
パ

ン
・
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

%
の
開
催
を
支
援

し
た
ほ
か
、
全
国
紙
、
地
方
紙
あ
わ
せ
て
十
六
の
新
聞
に
富
山

県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
広
告
(
な
ん
か
へ
ン
だ
ぞ
日
本
。
)
を

出
し
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、

二

0
0
0年
国
休
準
備
室
を
知

事
部
局
に
移
管
し
、
二

0
0
0年
国
体
準
備
局
と
す
る
と
と

も
に
、
国
民
文
化
祭
準
備
班
、
緑
化
フ
ェ

ア
準
備
班
を
そ
れ
ぞ

れ
推
進
班
に
改
組
充
実
し
、
大
型
イ
ベ
ン
ト
に
備
え
体
制
を

強
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
住
民
生
活
に
関
連
し
た
事
務
に
つ
い
て
市
町
村
へ

の
権
限
委
譲
を
進
め
た
ほ
か
、
中
核
市
の
指
定
を
受
け
た
富

山
市
の
取
り
組
み
に
引
き
続
き
協
力
す
る
な
ど
、
地
方
集
権

の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

水環境フェア '95

テクノスーパーライナー実験船「飛朔」寄港 (~21 日 )

第 2回Uターンフェア・ in・とやま

戦後50周年記念富山県戦没者追悼式

ジャパン・ワイルドライフ・フェスティパル '95 (~27 日 )

第13回北方領土返還要求富山県大会

第50回国民体育大会夏季大会結団壮行会

まちのかお 建築系・都市計画系大学院生等

見学会 (----5日)

障害者雇用促進大会

'旧公募 日本海美術展開会式

県斤前公園即席提案大会&フリーマーケット

9月定例県議会(----28日)

県展50回記念展

富山県中央植物園新築工事定礎式

とやま テクノフェア'95

国勢調査の日

富山県福祉カレッジ開校式

都市型震災訓練

海洋環境モニタリングに関するワークショップ

第55回国民体育大会開催内定記念「とやまス

ポーツフ ェスティパJレJ

第50回国民体育大会秋季大会結団壮行会

第12回特産王国とやまフェスティパル

第1回富山県民生涯学習フェスティパル (----15日)

とやま女性総合センター (仮称)起工式

高齢者雇用促進大会

青年の翼 ・女性の翼結団社行式

いきいきとやま第 8回健康と長寿の祭典(----9日)

平成 7年度富山県道路除雪対策協議会

プレ国民文化祭総合フェ スティパル

平成 7年度富山県功労表彰式

デザインウェーブ'95in 

一日部長辞令交付式

.固園田園ーーーー圃園園田園園圃圃園田園ーーーーーーー_.

7月18日

10月4日

7月27日

8月3日

8月12日

8月14日

8月15日

8月24日

8月26日

8月31日

9月4日

g月8日

9月10日

g月13日

9月14日

9月28日

g月29日

10月1日

10月2日

10月3日

富山

ゆとり名人認定式

10月10日

10月11日

10月14日

10月16日

10月18日

10月25日

11月8日

11月10日

11月12日

11月13日

11月16日

11月17日

11月18日

7 



た
ち
ゃ
ま

iー

ひ
た
す
ら
に

こ
の
御
名
を

喚
ぼ
う
と
ず
る
け
れ
ど

撮影/谷川昭夫 詩 /山本哲也

写真プレゼントについては16ページ参照

神:神:あ
かかあ
らら
なな
らら
しし

声
帯
が

電
子
の
音
程
で

震
る
え
震
る
え

こ
の
光
景
の
前
で
は

お
の
が
詩
な
ん
ぞ

ボ
ロ
屑
に
も
な
り
は
し
な
い



参堅二?下手伊写』

人@@l巴@母窃m@Q[)!九~15⑫ お
第 1回富山県民生涯学習フェスティパル

まなびピアとやま'95in魚津
市街パレード
総合フェスティパル

「人
か
ら
人
へ

・
心
か
ら
心
へ

・生
涯
。
楽
。
習
」
を
テ

l
マ
に
、
十
月
十
四
日
出
と

十
五
日
制
の
両
日
、
第

一
回
富
山
県
民
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
魚
津
市
新
川
文

化
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
、
昨
秋
本
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
生
涯
学

習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
成
果
を
活
か
す
べ
く
、
生
涯
学
習
の
発
表
の
場
と
し
て
、
県
内
五

つ
の
広
域
圏
持
ち
回
り
で
今
年
か
ら
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

大
ホ

l
ル
で
行
わ
れ
た
総
合
開
会
式
で
は
、
実
行
委
員
長
の
石
川
魚
津
市
長
が
「
記
念

す
べ
き
第

一
回
と
な
る
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
機
会
に
か
学
び
。
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
会
場
で
は
、
地
域
団
体
に
よ
る
吹
奏
楽
・合
唱
の
コ
ン
サ
ー

ト
や
寸
劇
そ
の
他
の
舞
台
発
表
、
新
川
広
域
圏
や
県
内
団
体
の
活
動
の
展
示
な
ど
多
彩

F

〆
w
f
y
r
J

，

な
催
し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
手
品
や
工
作
教
室
、
手

ピ
シ
/
い

話
体
験

コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
、
訪
れ
た
人
々
は
実
際
に
生

d
t
/
/
A

涯
学
習
の
楽
し
さ
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
身
近
な
問
題
を

三
/
/
γ

取
り
上
げ
た
デ
ィ
べ

l
ト
(
公
開
討
論
会
)
や
映
画
監
督
の
篠
田
正

浩
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
た
講
演
会
な
ど
も
催
さ
れ
、
人
々
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

多
数
の
参
加
者
や
見
物
客
で
賑

っ
た
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

通
じ
て
、
学
ぶ
楽
し
さ
が
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

だ

い

え

ま

き

「
い
の
ち
と
く
ら
し
ー
と
や
ま
マ
ン
ダ
ラ
大
絵
巻
|
」
を
テ
ー
マ
に
来

年
本
県
で
開
催
さ
れ
る
第
十

一
回
国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
十

一
月
十
二
日
、
プ
レ
国
民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

.. 
午
後
一
時
か
ら
行
わ
れ
た
市
街
パ
レ
ー
ド
で
は
、
県
警
音
楽
隊
を
先
頭

に
、
富
山
国
際
大
学
付
属
高
校
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
部
、

小
矢
部
市
の
源

氏
太
鼓
、
大
沢
野
町
の
金
蔵
獅
子
、
魚
津
市
の
せ
り
込
み
蝶
六
踊
り
な
ど

が
、
富
山
市
平
和
通
り
約
一

・瓦
キ
ロ
を
パ
レ
ー
ド
。
沿
道
を
埋
め
た
大
勢

の
見
物
人
か
ら
は
、
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

県
民
会
館
で
の
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
中
沖
知
事
が

「来
年
の

国
民
文
化
祭
が
成
功
す
る
よ
う
、
ぜ
ひ
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
井
波
町
の
八
乙
女
風
神
太
鼓
、
河
西
希
代
子
舞
踊
研
究

所
の
創
作
舞
踊
、
劇
団

「文
芸
座
」
に
よ
る
演
劇
な
ど
の
ほ
か
、
中
間
遼

寧
芸
術
団
に
よ
る
優
雅
な
民
俗
舞
踊
、
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン
パ
チ

l
ム
の
華
や

か
な
ダ
ン
ス
な
ど
、
パ
フ
ォ

ー

マ
ン
ス
が
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
女
性
グ
ル
ー
プ
、
フ
ァ
イ
ヤ

l
ク
ラ
ッ
カ
ー
ズ
が
小

椋
佳
さ
ん
作
詞
・作
曲
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
愛
の
マ
ン
ダ
ラ
」
を
披
露
。

観
客
を
交
え
て
の
大
合
唱
で
、

会
場
の
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮

に
達
し
ま
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
に
、

来
年
の
国
民
文
化
祭
で
は
、
文

化
活
動
の
大
絵
巻
が
県
内
一
円

に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
で
し
ょ

、「/
。

ま...1

療プレ国民文信号所ナド出発式
f苦

曾⑫
羽右目白~之

A子どもたちに大人気のマスコット、マナビィ

圃ffJ)⑫訟窃ミる司蕊協
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とやま女性総合センター(仮称)起工式

ン

タ 男
|女

笠間
。社
」 メ込

の乏

空安
烹拠
Ir 占

士宮
月 tr

士2
いれの入続祝号人工事 で町 R主
、、代れき調とが 事 を 式 行 の 官 主

県す

主i雲量ZT局思ぜ;;究室i在
員れく関がに神者的市子予 j奏総
やをわ係か引職約県沖よ:定入合
女行入者まきの百や知、地船セ

性
関
係
団
体
ら
出

席
者
が
玉
串
を
捧

げ
て
工
事
の
安
全

を
祈
り
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、

男
女
が
と
も
に
自

立
し
協
力
し
あ
い
、
女
性
を
と
り
ま
く
問
題
の
解

決
を
進
め
な
が
ら
、
県
民
み
ず
か
ら
が
主
体
的
に

「
み
の
り
豊
か
な
男
女
協
同
社
会
」

の
実
現
と

「
し
あ
わ
せ
に
生
き
る
富
山
の
創
造
L

を
目
指
す

活
動
拠
点
と
な
る
も
の
で
、
平
成
九
年
春
の
開
館

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
四

階
建
て
で
、
敷
地
面
積
は
約
六
千
八
百
平
方
メ
ー

ト
ル
。
セ
ン
タ
ー
内
に
は
、
相
談
室
や
図
書
室
、

研
修
室
を
は
じ
め
、

多
目
的
ホ
ー
ル
、
交
流
サ
ロ

ン
、
生
活
体
験
実
習
室
、
託
児
室
な
ど
が
備
え
ら

れ
る
ほ
か
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
婦
人
就
業
援

助
セ
ン
タ
ー
、
富
山
パ
ー
ト
パ
ン
ク
な
ど
の
入
居

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
が
豊
か
な
生
活
を
支
え
あ
い
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
創
造
す
る
と
と

も
に
、
幅
広
い
人
間
関
係
を
築
く
交
流
の
場
と
な

る
同
セ
ン
タ
ー

の
開

館
が
待
ち
望
ま
れ
ま

す
。

1 1 



風
景
を

邪
魔
ナ
る
も
の

【先取り情報③】
メイン会場 となる「高岡古城

の見どころを紹介します。

今回は、

公園会場」

第四回全国都市緑化とやまフェア

彩りとやま緑化祭'96
135日間平成 8年 4月20日住)-8月 l日(日)

建設省
富山県・高岡市・砺波市・財都市緑化基金

全体会期

提唱

主催 富
山
県
自
然
保
護
協
会
専
務
理
事

笹
倉
慶
造

風
景
に
は
秀
麗
な
山
が
あ

っ
た
ほ
う
が
よ
い
し
、
広
悶
た
る
海
も
欲
し

い
。
そ
れ
に
加
え
て
四
季
の
移
ろ
い
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

富
山
の
景
色
が
美
し
い
と
い
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
要
件
を
揃
え

て
い
る
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
山
並
は
す
く

っ
と
立
ち
あ
が

っ
て
平

野
を
取
り
囲
む
よ
う
に
つ
ら
な
り
、
海
は
奇
麗
な
曲
線
で
湾
曲
し
て
い
る

か
ら
海
越
え
の
風
景
も
展
開
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
望
ま
し
い
方
角
と
位
置

に
お
さ
ま
り
、
し
か
も
朝
か
ら
夕
べ
に
移
行
す
る
太
陽
の
光
を
、
つ
け
て
、

そ
の
姿
を
微
妙
に
変
化
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
全
体
の
風
景
は
、
ほ
ほ
南

北
に
流
れ
る
大
河
川
に
よ
っ
て
、
次
第
に
別
の
様
相
を
見
せ
な
が
ら
、
メ

リ
ハ

リ
の
あ
る
区
切
り
を
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ
る
。
さ
ら
に
県
の
中
央

部
の
丘
陵
地
帯
は
、
そ
れ
ら
の
つ
く
り
出
す
全
体
の
構
閃
を
き

っ
ち
り
と

底
辺
で
引
き
締
め
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
。

富
山
県
の
風
景
は
山
、
川
、
平
野
、
海
と
基
本
的
な
要
閃
だ
け
で
構
成

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
も

っ
と
も
誇
ら
し
げ
な
姿

で
表
現
し
て
い
る
し
、
余
計
な
付
随
物
を
取
り
去
っ
て
す
っ
き
り
と
純
粋

な
形
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
特
色
と
い
え
そ
う
だ
。
時
に
は
季
節
の

変
わ
り
目
に
華
や
か
な
色
彩
に
装
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
い
つ
も
美
し
さ

を
内
に
秘
め
つ
つ
、
ひ
か
え
め
で
地
味
な
静
寂
さ
を
保
っ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
優
れ
た
遠
景
を
パ
ッ
ク
に
し
て
、
近
景
の
都
市
部
も
近
年

は
著
し
く
締
麗
に
整
備
さ
れ
て
き
て
い
る
し
、
化
と
緑
が
豊
か
に
な
り
、

し
ば
ら
く
ぶ
り
で

こ
の
地
を
訪
ね
て
き
た
人
が

一
様
に
驚
く
く
ら
い
の

花のまち

メイン会場

高岡古城公園会場 (高岡市古城)

フローラルドーム

憩いの庭

し
か
し
な
が
ら
或
い
は

「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
と
言
う
べ
き
か
、
そ
の

秀
逸
な
景
色
を
眺
め
る
足
元
が
い
さ
さ
か
項
け
な
い
。
な
ぜ
あ
の
様
に
乱

雑
で
喧
騒
な
の
か
。
色
と
音
の
無
秩
序

な
氾
濫
と
騒
が
し
き
。

「神
が
与
え
た

も
う
た
風
景
」
を

「人
聞
の
常
み
」
が

ぶ
ち
壊
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
す
ら

与
え
る
。
折
角
の
街
路
樹
や
花
木
の
美

し
さ
を
台
無
し
に
す
る
ど
ぎ
つ
い
看

板
類
の
数
々
、
そ
れ
に
負
じ
と
歩
道
ま

で
安

っ
ぽ
い
模
様
と
色
彩
で
化
粧
を

施
す
無
神
経
さ
。
駅
前
や
繁
華
街
に
の

べ
つ
ま
く
な
し
に
が
な
り
た
て
る
ボ

リ
ュ

ー
ム
一
杯
の
街
頭
宣
伝
、

ま
た
商

庖
街
で
は
通
り
に
流
す
音
楽
と
称
す

る
音
響
と
、
庖
内
の
そ
れ
と
の
混
ざ
り

あ
っ
た
不
協
和
音
、
こ
れ
ら
の
騒
々
し

さ
に
は
只
々
こ
ち
ら
が

い
ら
い
ら
す

る
ば
か
り
。
た
だ
で
す
ら
ク
ル
マ
の
騒

音
に
悩
ま
さ
れ
て
る
現
代
人
に
、
こ
れ

で
も
か
こ
れ
で
も
か
と
襲
い
か
か
る

音
響
公
害
、
い
っ
ぽ
う
は
流
れ
て
移
動

す
る
音
だ
か
ら
ま
だ
救
い
が
あ
る
が
、

こ
の
ほ
う
は
滞
留
音
だ
か
ら
始
末
が

班
ω
い
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
や
っ
て
い
る

方
は
サ
ー
ビ
ス
の
つ
も
り
だ
ろ
う
が、

考
え
て
み
れ
ば
む
し
ろ
野
蛮
な
こ
と

で
す
ら
あ
る
と
私
は
言

い
た
い
。
ふ
と

「騒
色
騒
音
小
感
症
候
群
L

と
い
う
言
葉
を
つ
か
い
た
く
な
っ

て
く
る
。

変
容
ぶ
り
で
あ
る
。

12 A雨晴海岸から臨む主山連邦

富
山
県
の
静
寂
で
崇
高
な
風
景
に
は
、
騒
色
と
騒
音
は
似
合
わ
な
い
の

で
あ

っ
て
、
阻
害
以
外
の
何
物
で
も
な

い
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

••••••• • ••••••••••••••• 
ーー、

抽選でソウル航空券プレゼントなど、多くの特典が付いたメ

イン会場前売入場券(高岡古城公園会場・高岡おとぎの森公園

会場)が好評発売中です。入場券は、主な旅行代埋庄、プレイ

ガイド、 JR駅、 コンビニエ ンスストアでご購入いただくか、

町内会などからの 「回覧申込書」により巾込み下さい。

お トクなメイン会場前売入場券

好評発売中/

，・・国会期/平成8年7月12日住)'"'-'9月7日(日)

圃テーマ/緑と文化

豊かな緑と水濠のある公園の疋たずまいを活力し、みどりの

文化や伝統とその創造をめざして、花と緑に包E表れたこれから

の「まち・ひと・くらし」づくりを提案します。

-・・主な見どころ・・・
・花のまち(本丸広場とその周辺〉

彩りあざやかな4つの巨大な「花やぐらJ (高さ10m) 

水を用い、真夏のまちのオ戸シスを形成する 「泉の広場J

全国の都道府県や都市ガっくりあげる r，3¥るさと花壇」

-和みの園〈小竹薮とその周辺〉

全国の造園のプロがつくる和風庭園「花の庭」

県内の市町村ガ¥これからの花の庭や花飾りを提案するr，3¥
るさと花壇」

・憩いの庭〈中の島とその閏辺〉

古城公園の水濠に浮かぶ色とりどりの「花いかだJ (50基〉

万葉植物を活かし疋花と緑の演出

・フローラルドーム (体育館){テーマ:花と緑一生命の賛軟〉

本邦最大 (310インチ〉の大画面に、ハイビジョン映像で花

の生命の神秘を紹介する「花のシアター」

パイナップル、/¥/ ¥イ戸、マンゴーなど世界の熱帝フルーツ

や、世界最大の花=ラフレシ戸 (直径1m以上〉、 世界最大の

葉をもっグンネラ(直径2m以上)などの珍しい植物を集めだ

「トロピカルブレジャーガーテ、ンJ

区分
ゴールド/¥スポート クVーンチケット 当日入場券

(全期間通用入場券) (前売普通入場券)

大人 前売 2，500円 前売 1，200円 1，500円

高校生 グ 1，200円 // 600円 800円

小 ・中学生 // 600円 // 300円 400円

※ゴールドパスポートは、 メイン会場の会期中(平成8年7月12日(対~
9月|日(日))、両会場に何度も入場でき る大変お卜クな入場券です。

、・・圃園田園ーーーーーー・園田園園田・・・・園田園圃圃--'

問合せ先

全国都市緑化とやまフェア事務局

干933 高岡市本丸町7-1 (本丸会館内)

合 0788-25-1510
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百県からのお知らせ
nformation 

新
川
文
化
水
!
ル
J
や
ま
な
み
土
曜
コ
ン
サ
ー
ト
J

「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
チ
」
開
催
中

毎
週
土
曜
日
、
午
後
日
時

か
ら
、
魚
津
市
の
新
川
文
化

ホ
ー
ル
や
ま
な
み
ロ
ビ
ー
に

て
入
場
無
料
の
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ

ン
チ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
o

m月
l
目
、
国
際
音
楽
の
日

制
定
と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し

た
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
地

域
の
方
々
が
気
軽
に
音
楽
に

触
れ
合
う
こ
と
の
出
来
る
絶

好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ピ
ア

ノ
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
マ
リ
ン

バ
・
チ
ェ
ン
バ
ロ
な
ど
多
彩

な
ソ
リ
ス
ト
た
ち
が
邦
楽
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
の
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
を
熱
演
し
ま
す
。

日

時

平

成

8

年
3
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日
、

(入
場
無
料
)

午
後
は
時
か
ら
開
催

い
が
す
る
と
き
は
、
必
ず
、
最
寄
り
の

L
Pガ
ス
販
売
庖
ヘ
連
絡
し

て
、
設
備
の
点
検
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

除
雪
等
に
関
す
る
協
力
の
お
願
い

県
か
ら
県
民
の
み
な
さ
ま
へ
除
雪
等
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

川
冬
用
タ
イ
ヤ
に
早
め
に
取
り
替
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
路
面
状
態
に

あ
っ
た
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
歩
行
者
の
近
く
を
通
る
と

き
は
、
水
は
ね
に
十
分
気
を
つ
け
、
人
に
や
さ
し
い
運
転
に
心
が
け

ま
し
ょ
、
っ
。

ω路
上
の
駐
・
停
車
は
、
除
雪
作
業
の
さ
ま
た
げ
に
な
り
ま
す
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

ω自
宅
の
前
は
、
自
介
達
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

同
道
路
に
雪
を
投
げ
出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
町
内
会

な
ど
で
一
斉
に
雪
お
ろ
し
を
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
市
町

村
役
場
や
県
の
土
木
事
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

問
地
域
全
体
が
協
力
し
て
除
雪
を
行
い
、
雪
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

山間
流
雪
溝
や
水
路
な
ど
へ
の
雪
の
投
げ
捨
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
地
区

の
み
な
さ
ん
で
ル
ー
ル
を
決
め
、
計
画
的
に
行
い
ま
し

ょ
う
。

寸
フ
ラ
シ
シ
モ
』

コ
ン
サ
ー
ト
開
催

14 

. .................................................................................................................................•. 

試

験

日

願
書
受
付

平
成
8
年
2
月
ー
日
同

・
2
日
倒

平
成
8
年
ー
月
8
日
側

3
同
日
同

............................................................................................. 

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
音
楽
友
の
会
で
は
、
日
月
四
日
冊
、
「
ブ
ラ
シ
シ

モ
、
ウ
ィ
ー
ン
の
若
手
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
人
気
グ
ル
ー
プ
「
ブ
ラ
シ
シ
モ
」
は

1
9
8
9年
に

結
成
し
た
若
手

5
人
の
プ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
で
す
。
初
来
日
と
な

る
今
回
の
公
演
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
と
し
て
親
子
で
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
親
し
み
ゃ
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ウ
ィ
ー
ン

の
香
り
た
だ
よ
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
重
厚
な
響
き
を
ど
う
ぞ
楽
し
み
下

さ
い
。キ守所金

問
合
せ
・
願
書
提
出
先

干

9
3
3
高
岡
市
中
川
上
町
5
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8
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7
6
6
1
2
1
3
7
8
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県
立
保
育
専
門
学
院

障
害
者
週
間
の
お
知
ら
せ

児
月

3
日
か
ら

9
日
は
「
障
害
者
週
間
」
で
す
。

障
害
者
の
福
祉
に
対
す
る
県
民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、

次
の
と
お
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

障
害
を
持
つ
人
と
持
た
な
い
人
が
、
と
も
に
協
力
し
て
明
る
く
生

き
る
社
会
を
つ
く
る
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日

時

は

月

8
日
幽

午

前
7
時
初
分
か
ら

場

所

J

R
富
山
駅
前

問
合
せ
県
庁
障
害
福
祉
課

合

0
7
6
4
l
M
l
3
2
1
2

冬
期
の
し

P
ガ
ス
事
故
防
止
に
つ
い
て

〈ソ
住
宅
の
屋
根
か
ら
の
落
雪
や
積
雪
の
重
み
に
よ
り
、
調
整
器
や
配

管
、
排
気
筒
な
ど
の

L
Pガ
ス
設
備
が
破
損
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
屋
根
雪
や

L
Pガ
ス
容
器
周
辺
の
積
雪
の
状
態
に
注
意
し

て
、
雪
に
よ
る
ガ
ス
漏
れ
な
ど
の
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

〈マ
力
ス
湯
沸
器
等
ガ
ス
消
費
量
の
大
き
い
器
具
在
、
閉
め
き
っ
た
室

内
で
使
用
す
る
と
、
換
気
不
良
に
よ
り
不
完
全
燃
焼
を
起
こ
し
、
一

酸
化
炭
素
中
毒
に
か
か
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
室
内
の
換
気
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〈ソ
冬
期
間
は
、
ガ
ス
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ガ
ス
の
使

用
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
火
災
の
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

〈
ψ
L
Pガ
ス
は
、
正
常
に
燃
焼
し
て
い
る
場
合
、
青
い
炎
で
燃
え
ま

す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ
等
の
炎
の
状
態
が
お
か
し
い
と
き
や
ガ
ス
の
臭

休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
年
末
に
税
金
を
納
め
ら
れ
る
方
は
金
融

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

-
納
税
に
は
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

個
人
事
業
税
・
自
動
車
税
に
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
税
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
で
簡
単
に
手
続
き
が
で
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
税
金
が
明
日
の
富
山
県
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
ま

す
。
県
民
の
皆
さ
ん
の
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

豪おしい Z華を5なグ三
て 主す ラか

み ぃ ム一間月

まき か り
しら

てた-'I!: -， 

い 五ニ
すま む oa;. 0 

よ 0 し 0
の り通た X

富山市新総曲輪ト7(県庁内)

包(0764)31-4111刊
31-3131 (県民相談電話)

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211(総合庁舎内)

fi(0766)2卜9411附
魚津地方県民相談室 魚津市新宿旧-7 (総合庁舎内)

fi (0765) 24-5311間
砺j皮市幸町ト7(総合庁舎内)

fi (0763) 33-5151附
-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話く
ださい。 fi(0120) 16-7400 (県庁県民生活課内)

・消費生活については

消費生活センター

富山市安住町 7-1目安住岡第一生命ピル内

(一般相談は〉 公 (0764)32-9233 
(金融相談は〉 合 (0764)32-3252 

消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町 7-1本丸会館内

・交通事故については

富山県安通事故相談所東別館 1階

fi (0764) 3ト4111 内4400
・相談 110番
家庭問題 ・悪質問法 ・寛せい剤など、どんな相談に

も応じます。ヨニ ワルイヒトナシ

fi (0764) 4 2 -0 1 1 0 
・シルバー110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者

総合相談センター
富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内

fi (0764) 4卜 41 1 0 
・よい子の育児電話相談
子育てに関して心配や悩みはありませんか。どんな
ことでもお気軽にお電話ください。
E (0764) 3 3 -4 1 5 0 (県庁生涯学習室内)

aヲ立望号君事項宮司司Eヨ・
見て、聞いて、ご意見をお寄せください。

・テレビ広報

・チューリップテレビ 毎週土曜日馴日
「ふるさとトーク」

・富山テレビ 毎週日曜日 AM9 : 00-9 : 30 
r112万人のひろばークイズ/フォー力ス ・イン」

・北日本放送

毎週日曜日 AM 11 : 00-11 
「こんにちは富山県です」

12/3 来年秋開催国民文化祭

12/10 私たちのふるさとづくり

12ハ7地域ぐるみの健康づくり

12/24 未来へのメッセージ ~富山の文化財~
12/31 県政この一年

・ラジオ広報
.FMとやま「ふれあいホットライン」

県内各地からホットな話題をクリアなサウンド
でおとどけします。

毎週月~金曜日 AM 9 : 50-9 : 55 
・新聞広報

・北日本、富山、読売、北陸中日、朝日、毎日
毎月第 E、最終土曜日

「県からのお知らせ」

-樋I~沼JoI事
日 曜日 献血場所 時間

5金
砺波市役所前 9 : 30-16 : 00 

富山市役所則 9 : 00-16 : 30 

日月 高岡市役所前 9 : 30-16 : 00 

9火 新湊市役所前 9 : 30-16 : 00 

10 7}く 小矢部市役所前 9 : 30-16 : 00 

15 月 富山西武デパート前 旧日日-16:00 

21 日 魚津サンプラザ前 10 : 00-16 : 00 

23 火 魚津市役所前 12 : 30-16 : 00 

26金宇奈月町役場前 12 : 30-16 : 00 
※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞・
テレビの街頭献血案内等でご確認下さい。

。富山県赤十字血液センターでは、毎土曜日及び第E・第
4日曜日も関所し(祝祭日除く)、献血を受け付けていま
す。(受付時間9: 00-]6 : 45) 
富山県赤十字血液センター

富山市飯野26-1 TEL (0764) 5]-5555 

-・R;)宝f壬~~τ'il主将来オ・圃・・
・県政について

県民相談

fi (0766) 25-2777 

砺波地方県民相談室

室

日

げ
は
月
時
日
側

午
後
7
時
開
演

高
岡
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ

l
ル

一
般
券
2
、
0
0
0
円
、
学
生
券
ー
、

5
0
0
円、

料場

(親
l
人
・
高
校
生
以
下
ー
人
)

親
子
券

3
、
0
0
0
円、

当
日
券
は
各
5
0
0
円
高

問
合
せ

高
岡
文
化
ホ
ー
ル

2
0
7
6
6
お
l
4
1
4
|

富
山
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
企
画
展

原
始
・
古
代
の
米
作
。

日
本
に
米
作
り
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
縄
文
時
代
の
終
わ
り
頃
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
米
作
り
は
、
短
期
間
の
う
ち
に
全
国
に

広
ま
り
、
人
々
の
生
活
や
社
会
の
あ
り
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

し
た
。展

示
で
は
、
県
内
各
地
の
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
考
古
資
料
を
通
し

て
、
原
始
・
古
代
の
米
作
り
の
よ
う
す
を
探
り
ま
す
。

会

期

平

成

7
年
ロ
月
6
日
同

1
平
成
8
年
5
月
お
日
同

問
合
せ
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

2
0
7
6
4
1
M
l
2
8
1
4

平
成

8
年
度

県
立
保
育
専
門
学
院
学
生
募
集

県
で
は
、
保
母
の
専
門
養
成
施
設
、
保
育
専
門
学
院
の
学
生
を
次
の

と
お
り
募
集
レ
ま
す
。

試
験
科
目

国
語
・
英
語
・
リ
ズ
ム
運
動
・
面
接

年
末
に
お
け
る
犯
罪
と
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

年
末
は
、
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
で
思
わ
ぬ

犯
罪
や
事
故
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

警
察
と
防
犯
協
会
で
は
、
地
域
住
民
の
方
々
と
い
っ
し
ょ
に
「
年
末

の
犯
罪
・
事
故
防
止
活
動
」
(
地
域
安
全
活
動
)
を
展
開
し
ま
す
。
皆

さ
ん
も
町
内
会
や
校
下
の
地
域
安
全
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

実

施

期

間

平

成

7
年
ロ
月
加
日
制

1
日
月
引
日
目

ス
ロ
ー
ガ
ン

O
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

。
安
全
は
ぼ
く
た
ち
み
ん
な
の
た
か
ら
も
の

問
月
は
納
税
強
調
月
間
で
す

-A7年
の
税
金
は
今
年
の
う
ち
に

そ
ろ
そ
ろ
年
の
瀬
も
迫
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
納
め
忘
れ
の
税

金
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
元
の
納
税
通
知
書

ま
た
は
納
付
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
お
近
く
の
金
融
機
関
ま
た
は
県

税
事
務
所
で
お
早
め
に
納
め
て
下
さ
い
。

け
は
月
刊
臼
日
か
ら

l
月
3
日
ま
で
は
、
県
税
事
務
所
の
窓
口
業
務
は

25-9 : 40 

~細入村~
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子

ど

も

の

人

権

守

を

ろ

つ

部

落

差

J31j 

を

国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意
識
を
育
て
よ
う

女

吐
ム

の

な

そ

つ

地

位

を
ー--L....
Eコ
f司

つ

-
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
-

E

は

人

権

週

間

で

す

園

「
す
べ
て
の
人
間
は、

生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
尊
厳
と
権
利
に
つ

い
て
平
等
で
あ
る
。
」
(
世
界
人
権
宣
言
第
一

条
よ
り
)

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日
の
国
連
第
三

回
総
会
で
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ

土
品

1
レ
h
ん
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
国
連
は
第
五
回
総
会

で
、
こ
の
日
を
「
人
権
デ

l
」
と
定
め
ま
し

た
。
わ
が
国
で
は
、
こ
の
人
権
デ

l
を
最
終

日
と
す
る

一
週
間
(
十
二
月
四
日
か
ら
十
日

ま
で
)
を
「
人
権
週
間
」
と
し
て
、
人
権
意
識

の
高
揚
を
図
る
啓
発
運
動
が
全
国
的
に
広
く

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
こ
の
機
会
に
、
人
権
の
尊
さ
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

め

レl
小

障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

I差人1

別権
のを
な守
し1 リ
社
Z支

を

伝
統
的
な
価
値
観
や
古
い
因
習
に
よ
る
女

性
問
題
や
在
日
外
国
人
問
題
、
教
育
現
場
等

で
の
い
じ
め
や
体
罰
の
問
題
、
障
害
者
の
問

題
、
更
に
は
偏
見
に
よ
る
結
婚
、
就
職
差
別

な
ど
の
同
和
問
題

(部
落
差
別
の
問
題
)
な
ど
、

憲
法
で
国
民
に
等
し
く
保
障
さ
れ
て
い
る
は

ず
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
と
い
う
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

差
別
は
、
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、
自
由

を
奪
い
、
平
等
を
侵
害
し
ま
す
。

か
け
が
え
の
な

い
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
し
て
、

す
べ
て
の
人
々
が
差
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
平

等
の
権
利
が
保
障
さ
れ
、
自
由
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
引
き
続
き
差
別
を
な
く
す
努
力
を
続
け

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、

16 

福野町市の大

._.- -

月

ふ h

戚;

l i 

ボ
ー
リ
ン
グ
を
始
め
て
二
年
目
で
北
信
越
の

タ
イ
ト
ル
を
獲
得
し
、
四
年
目
で
全
国
二
位
、

六
年
目
で
と
う
と
う
ア
マ
チ
ュ
ア
の
頂
点
に
の

ぼ
り
つ
め
た
足
谷
美
香
さ
ん
。
ゴ
ル
フ
を
始
め

て
四
年
目
な
の
に
、
ま
だ
一

O
O
も
切
れ
ず
に

い
る
自
分
に
と
っ
て
は
、
羨
ま
し
い
限
り
だ
。

や
は
り
才
能
の
成
せ
る
技
だ
ろ
う
か
。
「
そ
の
通

り
だ
」
と
共
感
し
て
い
る
そ
こ
の
あ
な
た
ー
ち
ゃ
ん
と
努

力
し
て
い
ま
す
か
?
前
日
だ
け
の
練
習
で
好
ス
コ
ア
を
出

そ
う
と
い
う
の
は
虫
が
良
す
ぎ
ま
す
よ
。
(K)

私
事
で
恐
縮
だ
が
、
知
り
合
い
数
人
と
酒
を
酌
み
交
わ

し
て
い
る
と
、
誰
か
が
「
露
天
風
呂
ツ
ア
|
」
を
提
唱
、

翌
日
平
湯
温
泉
へ

。
着
け
ば
既
に
夕
方
。
早
速
手
当
た
り

次
第
露
天
風
呂
の
は
し
ご
を
し
た
。
星
空
を
眺
め
な
が
ら

の
露
天
風
目
は
格
別
だ
っ
た
が
、
十
一
月
初
め
と
い
う
の
に

軒
下
に
は
う
っ
す
ら
と
白
い
も
の
が
:
・
。
す
っ
か
り
湯
冷

め
し
て
帰
る
こ
と
に
:
・
ツ
ク
シ
ュ
ン
。
体
に
は
気
を
つ
け

よ
う
。
(A)

気
が
つ
け
ば
早
く
も
師
走
。
今
年
一
年
は
、
阪
神
・

淡

路
大
震
災
、
一
連
の
オ
ウ
ム
事
件
と
概
し
て
暗
い
世
相
だ

っ
た
。
し
か
し
、
グ
終
わ
り
よ
け
れ
ば
す
べ
て
よ
し
d

の

言
葉
通
り
、
+
二
月
が
い
い
か
た
ち
で
終
わ
り
、
来
年
が

明
る
い
年
で
あ

っ
て
欲
し
い
と
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な

い
。
(Y)

: 今月号で掲載山

' を抽選でで‘5名の方にワイド六ツ切 (ω25X18 I 
センチ)でプレゼン卜します。希望される，

方は、官製ハガキで下記の様式でお申 し込
みください。平成8年1月24日消印有効です。

口圃固圃函固

写富

12 真プ県山

月レ広
号ゼ報
係ン課
あト
て

氏
名

住
所

電
話

本
誌
を
読
ん
だ
感
想

年
の
瀬
も
迫
っ
た
十
二
月
二
十
七
日
、
福
野
町
で
は
、

一
年
の
締
め
く
く
り
の
市
「
歳
の
大
市
」
が
開
か
れ
る
。

こ
の
目
、
上
町
か
ら
浦
町
に
い
た
る
目
抜
き

通
り
に
は
、
百
軒
を
ゅ
う
に
超
え
る
露
庖
が
ず

ら
り
と
軒
を
連
ね
、
農
作
物
や
正
月
用
品
を
買

い
求
め
る
人
々
で
終
日
ご
っ
た
返
す
。
露
庖
に

は
、
近
隣
農
村
で
と
れ
た
ば
か
り
の
ゴ
ボ
ウ
、

き
ね

ニ
ン
ジ
ン
、
ネ
ギ
な
ど
の
野
菜
や
、
杵
、
臼
と

い
っ
た
餅
っ
き
用
品
、
し
め
縄
、
花
、
ス
コ
ッ

プ
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
並
ぶ
。

「
さ
あ
、
買
え
や
1

」
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
飛

び
交
う
威
勢
の
い
い
売
り
手
の
声
。
こ
の
日
だ
け
で
、
三
万
人
以
上
の

人
出
が
あ
り
、
大
変
な
盛
況
ぶ
り
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
福
野
町
の
朝
市
の
起
源
は
、
江
戸
時
代
、
慶
安
二
年

二

六
四

O
)
ま
で
料
る
。
当
時
、
奉
行
あ
て
に
出
さ
れ
た
「
福
野
の
町
立

て
の
願
い
害
」
の
中
に
は
、
六
斎
市
を
開
く
こ
と
を
懇
願
す
る
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
翌
年
、
町
が
興
さ
れ
る
と
、
ほ
ぼ
時
期
を

同
じ
く
し
て
ニ
と
七
の
付
く
日

(
月
六
回
)
に
朝
市
が
聞
か
れ
る
よ
う

に
な
り
、
現
在
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
市
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

た
物
資
交
流
が
、
今
日
の
福
野
町
を
つ
く
る
基
盤
に
な
っ
た
と
も
い
わ

れ
る
。

県
内
で
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
歳
の
市
だ
が
、
こ

の
「
歳

の
大
市
」
は
三
百
年
以
上
の
伝
統
を
誇
り
、
素
朴
な
人
情
が
感
じ
ら
れ

る
年
の
瀬
の
風
物
詩
と
し
て
、
今
も
な
お
多
く
の
人
々

に
愛
さ
れ
続
け

て
い
る
。

※
六
斎
市

中
世
・
近
世
に
お
い
て
月
の
う
ち
6
回
聞
か
れ
た
定
期
市
。

一
・
六
、
ニ
・

七
と
い
う
よ
う
に
組
み
合
わ
せ
て
開
れ
た
。
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